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おうちの方へ  

―令和 7 年内閣告示「ローマ字のつづり方」改定による学習内容の変更についてー 

 令和７年内閣告示「ローマ字のつづり方」改定により、小学校でのローマ字学習において、変更さ

れる内容がございます。本資料は、令和７年内閣告示「ローマ字のつづり方」の改定に伴い提供さ

れた、東京書籍株式会社の「令和 8 年度『新編 新しい国語』ローマ字補充教材」をもとに、変更さ

れる学習内容について解説したものです。  

また、次ページ以降に変更となる学習内容の問題と解答を掲載しております。  

 
【対象】  

令和８年度に「教科書ぴったりトレーニング 国語４年 東京書籍版」を使用されるお子さま  

 
【主な変更の内容】  

★以下のローマ字表記変更  

 し：si[shi] → shi   じ：zi[ji] → ji   ち：ti[chi] → chi   ぢ：(zi)[di] → (ji) 

 つ：tu[tsu] → tsu  づ：(zu)[du] → (zu)  ふ：hu[fu] → fu  を：o[wo] → （o） 

 しゃ：sya[sha] → sha    しゅ：syu[shu] → shu    しょ：syo[sho] → sho 

 ちゃ：tya[cha] → cha    ちゅ：tyu[chu] → chu    ちょ：tyo[cho] → cho 

 じゃ：zya[ja] → ja    じゅ：zyu[ju] → ju    じょ：zyo[jo] → jo 

 ぢゃ：(zya)[dya] → (ja)  ぢゅ：(zyu)[dyu] → (ju)   ぢょ：(zyo)[dyo] → (jo) 

 

★長音で発音される語の表記変更  

＜改定前＞母音字の上に符号「^」を付けて表す。  

＜改定後＞①母音字の上に符号「¯」を付けて表す。  

②現代仮名遣いと同様のつづり方で、母音字を並べて書き表す。  

 
【変更となる学習問題が含まれる箇所】 

・本文３１ページ   問題とその解答（解答冊子ｐ.１０）  →本資料ｐ.２（解答ｐ.４） 

・本文３５ページ 大問⑤⑥  問題とその解答（解答冊子ｐ.１２） →本資料ｐ.３（解答ｐ.５） 
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1 
  ローマ字について説明した次の文の（  ）に入る言葉を、      の中からえらんで、  

記号を書きましょう。 

 ローマ字は、「ｋ」や「ｓ」など、それぞれの行をつくる（①     ）と、「ａ」や「ｉ」な

ど、段をつくる（②     ）との組み合わせでできている。ただし、「あ・い・う・え・お」

は（③     ）だけで、「ん」は（④     ）だけでできている。 
 
 
 
  ローマ字をひらがなで書きましょう。 

① ｓａｋｕｒａ       ②ｊｉｔｅｎ 

③ ｃｈuｇａkｋo       ④ｋｙo�ｋａｓｈｏ 

 
  ひらがなをローマ字で書きましょう。（のばす音には「⁻」を使いましょう。） 

① ともだち    ② きんぎょ 

 

 

③ つうがくろ    ④がっきゅうかい 

 

 

  次の名前と地名をローマ字で書きましょう。 

① たなか ちひろ 

 

 

② とっとりけん ※「－」を使って 

 

 

③ うつのみやし ※「－」を使って 

 

 

（        ） 
（        ） （        ） 

（        ） 

ア 子音   イ 母音 

ｐ.３１  じゅんび  ローマ字の書き方 問題 

2 

 

 

3 

 

 

 

4 
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⑥ 

⑤ 

つ
ぎ
の
ロ
ー
マ
字
を
、
ひ
ら
が
な
に
直
し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

                     

 
 
 

次
の
言
葉
を
、
①
②
は
ロ
ー
マ
字
に
直
し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。  

 

③
④
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
す
る
と
き
の
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
字

で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

                    

（            ） 

（            ） 

（            ） 

（            ） 
① shakaika 

 

② sho�bo�sho 

 

③ kin’yo�bi 

 

④ happyo�kai 

 

 

p.３ ５ 

た
し
か
め
の
テ
ス
ト
② 

ロ
ー
マ
字
の
書
き
方 

問
題  ① 写真（しゃしん） 

  

 ② 福岡（ふくおか）※大文字で 

 

 ③ 本屋（ほんや） 

 

 ④ こづかい 

１
つ
４
点
（
１６
点
） 

１
つ
４
点
（
１６
点
） 
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1 
  ローマ字について説明した次の文の（  ）に入る言葉を、      の中からえらんで、 

記号を書きましょう。 

 ローマ字は、「ｋ」や「ｓ」など、それぞれの行をつくる（①     ）と、「ａ」や「ｉ」な

ど、段をつくる（②     ）との組み合わせでできている。ただし、「あ・い・う・え・お」

は（③     ）だけで、「ん」は（④     ）だけでできている。 
 
 
 
  ローマ字をひらがなで書きましょう。 

① ｓａｋｕｒａ       ②ｊｉｔｅｎ 

③ ｃｈuｇａｋko       ④kyokａｓｈｏ 

 
  ひらがなをローマ字で書きましょう。（のばす音には「⁻」を使いましょう。） 

① ともだち    ② きんぎょ 

 

 

③ つうがくろ    ④がっきゅうかい 

 

 

  次の名前と地名をローマ字で書きましょう。 

① たなか ちひろ 

 

 

② とっとりけん ※「－」を使って 

 

 

③ うつのみやし ※「－」を使って 

 

 

（        ） 
（        ） （        ） 

（        ） 

ア 子音   イ 母音 

2 

 

 

3 

 

 

 

4 

 

 

 

 

ｐ.３１  じゅんび  ローマ字の書き方 解答  答えｐ.１０ 

さくら 

ちゅうがっこう 

じてん 

きょうかしょ 

ア 

イ 

イ ア 

tomodachi kingyo 

tsugakuro 

 

gakkyukai 

Tanaka Chihiro 

Tottori-ken 

Utsunomiya-shi 
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⑥ 

⑤ 

つ
ぎ
の
ロ
ー
マ
字
を
、
ひ
ら
が
な
に
直
し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

                    

 
 
 

次
の
言
葉
を
、
①
②
は
ロ
ー
マ
字
に
直
し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。  

 

③
④
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
す
る
と
き
の
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
字

で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

                    

p.３ ５ 

た
し
か
め
の
テ
ス
ト
② 

ロ
ー
マ
字
の
書
き
方 

解
答 

答 え

p.12 

（            ） 

（            ） 

（            ） 

（            ） 
① shakaika 

 

② sho�bo�sho 

 

③ kin’yo�bi 

 

④ happyo�kai 

 

 

しゃかいか 

しょうぼうしょ 

きんようび 

はっぴょうかい 

 ① 写真（しゃしん） 

  

 ② 福岡（ふくおか）※大文字で 

 

 ③ 本屋（ほんや） 

 

 ④ こづかい 

shashin 

FUKUOKA 

 
H O N N Y A 

K O D U K A I 

１
つ
４
点
（
１６
点
） 

１
つ
４
点
（
１６
点
） 


